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建築・都市とIT（情報技術）とは一見遠く離れた別々の分野のように思えなくもない。しかし、情報社会の時代となり、
建築・都市とITとは、計画、設計、施工、運用の各フェーズにおいて、互いの存在をますます無視できなくなっている。
本連載では、都市とITとの両者が出合うところや課題について、魅力的な国内外の各地をぶらりと街歩きしながら考えてみよう。

第65回
BIMについて

CADとBIMの違い

　BIM（ビルディングインフォメーションモデリング）
とは、設計、生産、運用管理のプロセスである１）。コ
ンピュータ上に作成した建物の３次元情報に、属性情
報（仕上げ、コスト、管理情報など）を付加した建物
のデータベース（ビルディングインフォメーションモ
デル）を基に、建築の設計、施工から施設管理まであ
らゆる工程で、図面化したり、パースを作成したり、

仕上げ表を作成したり、解析やシミュレーションした
り、見積・積算したりと展開できる（図１）。
　BIMは、現在広く使われているCADと似ているが、
CADは一般に壁などの建築要素を線で表現しており
壁というひと纏まりのモデル（オブジェクト）として
は定義されていない。また、壁や設備などの属性情報
と図面とは連携されていない。一方、BIMは壁やドア
などをオブジェクトとして定義しており、形状だけで
なくその属性情報も含まれる。ある部屋とその部屋の
中に含まれる建築要素との関係（トポロジ）も定義さ
れている（図２）。よって、BIMは、バーチャルビル
ディング、ビルディングプロダクトモデルとも呼ばれ
る。
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図１． BIM（ビルディングインフォ
メーションモデリング）

図２．CADとBIMの違い
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フロントローディング

　建築の設計は、意匠→構造→設備→生産の段階を順
に進めていくプロセスとなる（ウォーターフォールモ
デル）。この方法では、上流段階で行われた設計上の
課題を下流段階で発見しても、時間やコストの面で、
やり直しができない場合が多い。一方、BIMを使えば
設計内容を具体的に入力することができ、作業量のピ
ークを前倒しできる（フロントローディング）。この
考え方を実践すれば、建物の構造や形状、仕様などの
設計を初期段階でできるだけ決めておくことで設計変
更コストを抑えることが可能である。すなわち、施工
や完成後をイメージしつつ、シミュレーション、解析、
部材の干渉チェックなどを通じて、より多くのことを
決めておくことができる。
　建物を設計し、生産し、運用管理を行う一連の流れ
の中で多様な関係者が関わりながら進められる。プロ
ジェクト次第であるが、発注者（施主）、設計者（建
築家、コンサルタント、エンジニア）、施工者（ゼネ
コン、サブコン、メーカー）、行政担当、学識経験者、
管理者、投資家、ジャーナリスト、近隣住民（地域）、
利用者、一般市民などであろう。そのため、関係者に
伝えるメディアとそのためのツールが必要となる。図
面、模型、パースは古くから使われており、近年では
コンピュータ技術の発展により、CG静止画、CGア
ニメーション、VR（人工現実）、AR/MR（拡張/複
合現実）などが開発されてきた。BIMが存在していな
い頃は、CGやVRを作成するために２次元CADから
CG/VR用の３次元モデルをわざわざ作成していた。
一方、BIMの登場により、これらのメディアへ橋渡し
することが容易になる。BIMは建物のライフサイクル
を支えるデータとして大変有用である。

建築BIM推進会議

　BIM元年と呼ばれて早10年が経とうとしている。今
年に入り、官民一体となってBIMの活用を推進し、建
築物の生産プロセス及び維持管理における生産性向上
を図るために次のような建築BIM推進会議が設置され
た２）。
　ミッション：建築生産・維持管理に係る各分野にお
けるBIMの活用・推進に係る検討状況の共有。BIMの
活用による建築物の生産・維持管理プロセスや建築物
に係る周辺環境の将来像への検討・策定。BIMの活用
促進、将来像の実現に係るロードマップの検討・策定。
　メンバー：学識経験者５名、設計関係団体６者、審
査者・特定行政庁２者、施工関係団体４者、維持管理・
発注者関係団体等４者、調査・研究団体５者、情報シ
ステム・国際標準関係団体２者
　この背景としては、例えば、Society5.0の社会実
装を進めるために、建設分野の制度改革として３次元
データの活用などを位置づけた「新しい経済政策パッ
ケージ」、デジタルガバメントの推進として建築関係
手続のオンラインによる簡素化、次世代インフラ・メ
ンテナンス・システムの構築等、インフラ管理の高度
化として建設プロセスへのICTの全面的な活用等の推
進を位置づけた「未来投資戦略」などがある。
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